
NECディスプレイソリューションズの伊草さんに勝利判決・会社は控訴断念

メンタル疾患を発症させ

た挙句、休職に追い込み、N

ECディスプレイソリューショ

ンズを解雇された伊草貴大
たかひろ

さん（30歳）が、同社と会

社指定医に対して、地位確

認と慰謝料を求める裁判で

昨年12月23日、横浜地裁は

原告勝利の判決を出しまし

た。会社は控訴を断念し判

決は確定しました。

判決は伊草さんが今も同

社と雇用契約が結ばれてい

ることを認め、職場復帰が

可能だった日までさかのぼっ

て未払い賃金を支払うよう

会社に命じました。

記者会見で伊草さんは、

「休職制度を悪用した解雇

は許されないことが証明さ

れた。多くの労働者に影響

するもので、とても嬉しい」

と語りました。

２ ０ ２ ２ 年 ２ 月 第 ４ ０ ３ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

検索→

制
度
導
入
以
降
、
様
々

な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
外
国
人
技
能
実
習

制
度
。
多
く
の
外
国
人
技

能
実
習
生
は
、
言
葉
も
な
か
な
か
理

解
で
き
な
い
状
況
下
で
低
賃
金
か
つ

劣
悪
な
環
境
の
中
で
耐
え
な
が
ら
働

い
て
い
ま
す
。
実
習
生
の
死
亡
や
失

跡
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
ひ
ど
い
待
遇
を
受
け
て
も
容
易

に
職
場
を
変
え
ら
れ
ず
、
仕
事
面
で

も
心
身
の
健
康
面
で
も
大
き
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
▼
先
日
の
ニ
ュ
ー

ス
で
岡
山
市
内
の
建
設
会
社
で
働
く

ベ
ト
ナ
ム
人
の
男
性
技
能
実
習
生
が

約
２
年
間
職
場
同
僚
の
複
数
の
日
本

人
か
ら
暴
力
を
受
け
肋
骨
を
骨
折
し
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
会
社
側
か
ら

「
階
段
か
ら
落
ち
た
こ
と
に
し
て
お

け
」
と
泣
き
寝
入
り
を
迫
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ず
、
こ

の
よ
う
な
事
例
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
現
代
の
奴
隷
労
働
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
外
国
人
労
働
者

に
対
す
る
人
権
冒
涜
そ
の
も
の
で
す

▼
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
け
ば
、
わ

が
国
の
評
判
は
ガ
タ
落
ち
と
な
り
、

様
々
な
国
で
反
日
感
情
が
高
ま
る
こ

と
は
明
白
で
す
。
労
働
者
の
人
権
は

国
籍
に
関
わ
ら
ず
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
す
。
受
入
企
業
は
扱
い
次
第
で
は

国
際
問
題
に
発
展
す
る
こ
と
を
意
識

し
、
責
任
を
持
っ
て
技
能
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
▼
技
能
実

習
制
度
を
導
入
し
た
政
府
お
よ
び
為

政
者
は
、
こ
の
現
状
を
重
く
受
け
止

め
た
う
え
で
、
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
た
め
の
知
恵
を
出
し
て
ほ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
悪
質
な
企
業
や
加
害

者
に
は
そ
れ
相
応
の
罰
則
も
必
要
で

す
。
安
心
し
て
働
け
る
国
に
な
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

花
サ
フ
ラ
ン

花言葉：歓喜

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
に
よ
る
加
盟
国
の

平
均
賃
金
（
購
買
力
平
価
ベ
ー

ス
）
の
調
査
結
果
は
驚
き
で

す
。

韓
国
は
賃
上
げ
９
０
％

な
の
に
日
本
は
４
％

日
本
平
均
賃
金
（
年
間
）

は
４
２
３
万
円
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
３
５
か
国
中
２
２
位
。

１
９
位
の
韓
国
よ
り
も
低
位

に
あ
る
事
は
衝
撃
的
で
す
。

米
国
と
の
比
較
で
は
、
半
分

強
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
以
下

で
、
し
か
も
韓
国
の
９
割
ほ

ど
で
す
。
日
本
の
ト
ッ
プ
企

業
で
あ
る
ト
ヨ
タ
よ
り
も
韓

国
の
現
代
（
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
）

自
動
車
の
方
が
高
い
。
こ
の

３
０
年
間
で
韓
国
は
９
０
％

の
賃
上
げ
を
行
な
っ
た
が
、

日
本
は
わ
ず
か
４
％
に
留
ま

り
、
し
か
も
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
に
転
落
し
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
力
を
発
揮

国
民
春
闘
共
闘
会
議
（
全

労
連
や
純
中
立
労
組
で
構
成)

は
、
月
額
２
万
５
千
円
以
上
、

時
間
額
１
５
０
円
以
上
、
企

業
内
最
賃
時
給
１
５
０
０
円

以
上
の
要
求
を
提
案
。
連
合

も
「
日
本
の
賃
金
が
先
進
国

の
中
で
も
下
位
に
落
ち
込
み
、

生
産
性
に
応
じ
た
分
配
が
さ

れ
て
い
な
い
。
男
女
の
賃
金

格
差
、
非
正
規
の
処
遇
改
善

で
連
合
は
変
わ
っ
た
と
踏
み

込
ん
だ
春
闘
に
し
た
い
」
と

表
明
。

賃
上
げ
で
経
済
の

好
循
環
を

日
本
経
済
の
長
期
不
況
の

原
因
は
、
賃
金
が
上
が
ら
な

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
消
費
需
要
が
拡
大
せ
ず
、

経
済
成
長
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
こ
そ
大
幅
賃

上
げ
が
必
要
で
す
。



消
え
ゆ
く
シ
ス
テ
ム
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
沿
線
の
店
舗

【
埼
玉
・
蕨
】

在
宅
勤
務
が
増
え
、
出

社
人
数
が
激
減
し
た
影
響

が
、
蕨
駅
と
シ
ス
テ
ム
セ

ン
タ
ー
と
の
最
短
経
路
の

道
の
り
に
も
出
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
ま
す
。
１

年
程
前
に
ツ
タ
ヤ
が
閉
店

し
、
そ
の
建
物
も
解
体
さ

れ
現
在
更
地
に
な
り
、
そ

れ
か
ら
も
コ
ン
ビ
ニ
が
閉

店
、
つ
い
最
近
で
は
駅
近

く
の
定
食
屋
が
閉
店
と
い
っ

た
状
況
で
す
。
ツ
タ
ヤ
の

建
物
の
２
階
に
は
居
酒
屋

が
３
軒
あ
り
、
多
く
の
蕨

勤
務
者
が
そ
こ
を
利
用
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

短
い
道
の
り
の
中
に
も
様
々

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
た
後
は
、

か
つ
て
の
盛
況
が
戻
っ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

「
社
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
」

【
埼
玉
・
本
庄
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え

た
２
度
目
の
新
年
で
す
が
、

新
工
場
建
設
・
５
月
稼
働

で
期
待
も
膨
ら
む
年
明
け

で
す
。
昨
年
同
様
、
食
堂

に
集
ま
っ
て
の
年
始
式
は

な
く
、
係
で
い
つ
も
の
週

明
け
の
よ
う
に
集
ま
っ
た

仕
事
始
め
で
し
た
。
社
長

の
年
頭
あ
い
さ
つ
は
・
・
・
？

鎌
上
社
長
の
今
年
の
重

点
テ
ー
マ
は
「
考
え
る
・

コ
ミ
ニ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
・
行
動
す
る
」
の
３

つ
だ
そ
う
。
「
考
え
た
ら

周
囲
と
積
極
的
に
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
」
こ

と
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
「
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
こ
の
年
頭
あ
い
さ
つ
を

「
社
内
放
送
で
流
し
て
伝

え
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
」

と
い
う
声
も
。
仕
事
上
パ

ソ
コ
ン
を
貸
与
さ
れ
て
い

な
い
社
員
は
目
に
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

群
馬
県
春
闘
討
論
集
会
で

職
場
の
闘
い
の
報
告

【
群
馬
・
高
崎
】

１
月
９
日
、
前
橋
市
内

の
会
場
を
メ
イ
ン
に
リ
モ
ー

ト
で
、
「
大
幅
賃
上
げ
・

底
上
げ
で
誰
も
が
希
望
の

持
て
る
公
正
な
社
会
を
労

働
組
合
で
い
っ
し
ょ
に
つ

く
ろ
う
」
と
春
闘
の
討
論

集
会
が
開
か
れ
、
県
内
の

職
場
の
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

沖
電
気
か
ら
は
、
富
岡

工
場
の
従
業
員
の
子
会
社

へ
の
転
籍
問
題
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
を
受
け
て
技
術
者
へ
の

個
別
リ
ス
ト
ラ
の
状
況
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
一
つ
の
闘
い
で

働
く
者
の
連
帯
を
広
げ
、

声
を
上
げ
る
こ
と
が
職
場

環
境
を
変
え
る
原
動
力
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

リ
ス
ト
ラ
の
嵐
止
ま
ず

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

２
０
２
１
年
に
早
期
・

希
望
退
職
募
集
を
実
施
し

た
電
気
機
器
企
業
は
１
０

社
（
構
成
比
１
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
。(

約
５
％
の

対
象
者
リ
ス
ト
を
作
成
）

今
年
に
入
り
富
士
通
の

黒
字
リ
ス
ト
ラ
が
判
明
。

対
象
者
は
、
部
課
長
ク
ラ

ス
約
一
万
五
千
人
と
中
高

年
・
再
雇
用
者
で
す
。
人

員
削
減
の
理
由
が
①
営
業

利
益
率
１
０
％
の
達
成
②

新
た
な
人
材
を
増
や
す
こ

と
で
平
均
年
齢
を
４
４
歳

か
ら
３
０
歳
代
に
引
き
下

げ
る
事
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
権
を
無
視
し
た

身
勝
手
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
物
言
え
ぬ
職
場
風
土
」

を
一
掃
し
、
労
働
者
の
人

権
が
守
ら
れ
る
職
場
に
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
私
た

ち
に
連
絡
を
下
さ
い
。

（
相
談
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

６

４
２
１-

５
３
２
３
）

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２２年 ２月 第４０３号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
６
５
回

初
任
給

沖
電
気
は
高
卒
は
世
間
よ
り
低
く

大
卒
は
高
額

公
務
員
の
低
す
ぎ
る
初
任
給
が
足
か
せ

内部留保金：財務省「法人企業統計」から資本金10億円以上の金融・
保険業を含む全企業の推移。企業利益から法人税や株主配当を払った

利益の累積金額

実質賃金：厚生労働省「毎月勤労統計調査」の実質賃金を国税庁
「民間給与実態統計調査」により実額化した数字。本グラフは2018年

の年間平均賃金（４４１万円）を起点として物価変動を加味した数字。

過去１２年間の実態

大
企
業
の
内
部
留
保

連
続
し
て
最
高
更
新

２
０
２
０
年
度
も
前
年
比
８
兆
円
増
加

社
員
に
還
元
し
て
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
せ

国家公務員の高卒初任給は、東京でも23区勤務以外は全
て最賃割れです。最低賃金は全国で28円以上の引き上げ
が確定し、全国加重平均は902円から930円に、東京は1013

円から1041円に。その結果東京では地域手当を加味した

高卒初任給の時給でも23区を除くすべての市町村で最賃割

れとなってしまいました。（国家公務員労働組合・資料）

世間相場（産労総合研究所調べ）と比べ

た沖電気の近年の初任給（上のグラフ）

公務員（非常勤・非正規含む）には国家

公務員法付則１６条の定めで最賃法適用が

なく、労働基準法、労働組合法なども適用

外となっていて、労働者全体の労働条件を

抑制する役割を果たしています。。

賃金低下の要因 非正規労働者の増加


